
  　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

1　事業の概要

①　成果目標（H26)

②　事業内容

　国庫支出金

　県　債

　その他（　　　　　　）

　一般財源

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

（指摘事項等） （対応）

（１）「信州健康で長生き協力専門家（仮称）」の登録
（２）「信州健康で長生き協力専門家（仮称）」研修の開催

0 2,198 0

（予算案）

「信州健康で長生き協力専門
家（仮称）」の登録

直接

長野県の提唱する「健康で長生き」の実現のため、
県の健康づくりに協力する医師、歯科医師、薬剤師
を「信州健康で長生き協力専門家（仮称）」として登
録し、登録リストを公表する。

合計

H25 H26

0

「信州健康で長生き協力専門
家（仮称）」登録証の作成

直接
「信州健康で長生き協力専門家（仮称）」のいる医療
機関であるということが県民に分かるよう登録証を作
成し、登録した医療機関等に利用してもらう。

0 250 0

（当初）

0 0

0

事業番号 04 07 32 事業改善シート （26年度実施事業分）　　□当初要求　　■当初予算案　　□補正予算案　　　□点検

事　業　名 「信州健康で長生き協力専門家」（仮称）推進事業 担
当
課

部局 健康福祉部

課・室 健康長寿課

総合５か
年計画

プロジェクト  ４－１－５　健康づくり・医療充実プロジェクト E-mail kenko-choju@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開
６－１ 健康で長生きできる地域づくり

目指す姿

現状

○全死亡における３大生活習慣病（悪性新生物、脳血管疾患、心疾患）の占める割合は、S24年に28.9％、S33に50.3％であったが、
S40年代前半から60％を超え、H23年は54.1％で５割を超えている。
○３大生活習慣病の中では、悪性新生物、心疾患、脳血管疾患の順となっている。（悪性新生物はS59から第1位、心疾患はH18から第
2位）

県が関与
する理由

県内には多くの医師・歯科医師・薬剤師に、健康づくり県民運動について知っていただき、専門職としての立場から県民に「健康で長
生き」に関する働き掛けを行っていただけるようにする。

県でなければ実施不可（その他）
【左記の説明、根拠法令等】

官民一体となった県民運動の展開が必要

１　保健活動の推進　　５　疾病対策の推進 実施期間 H26 ～

困難県民との協働による実施：

事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H26実施内容

「信州健康で長生き協力専門
家（仮称）」研修

直接

専門家に対し、健康づくり県民運動への理解の促進と、県
の施策への協力の要請を行う。
併せて「がん」「脳血管疾患」「心疾患」「糖尿病」等の予防
や、「たばこ」「減塩」「運動症候群」等に関する最新の情報
や、患者に対する働きかけ等を研修する。

0 1,408 0

「信州健康で長生き協力専門
家（仮称）」に関する広報

直接
県民に対し、「信州健康で長生き協力専門家（仮
称）」について、広報する。

0 540

（要求）

26要求 26予算案 成果目標の達成状況

予
算
額

前年度繰越

2,198 0

合計（A) 0 0 2,198 0

H27
目標

補正予算

Aの
財源

当初予算

0

目標 成果 達成状況
項目

H25末
（見込）

0 0 0 2,198 0

23年度 24年度 25年度

H26

概　算
人件費

0.30

0

指摘事項等への対応

□監査

□決算特別委員会

□県民協働による事業改善

要求からの主な変更点 研修を「高血圧対策推進事業」と合わせて実施することとし、予算計上を見送り

0 概算事業費（B（A）+C） 0 0 0 4,675

0 0 2,477 0

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

区　　分（単位：千円）


